
	業務の実績の説明

	補助対象事業の名称（補助事業者名）

	ビーコンネットワークとマシンビジョンによる視覚障碍者の歩行誘導サービスの研究開発（プログレス・テクノロジーズ株式会社）

	補助対象事業の概要

	【研究開発の全般について】

	1 補助対象事業の概要
	自動運転カーも複数のセンサーからの情報を融合することで自動運転の実現を目指しているが、本研究開発においてはビーコン、超音波、Lidar、カメラなどからの情報を融合することで視覚障碍者の移動を支援する歩行誘導サービスの開発を目指す。特にGPSが使えない地下鉄網でローコストで実装可能なシステムから開発する。

	2 補助対象事業の目標
	地下鉄の駅構内に設置したビーコンからの情報とメガネ型ウェアラブルデバイスから得た情報をスマートフォンで統合し、クラウドサービスを利用しながら、道案内、駅構内情報、危険回避、さらには広告の提示などを実現する。

	3 研究開発期間
	平成２９年度～平成３１年度

	4 補助金（前年度までの累計）
	０　千円

	【平成２９年度実施部分について】

	5 平成２９年度補助金
	１３，２７０　千円

	⑥研究開発の実施内容
	・ウェアラブルデバイスの試作・評価
・Wayfindr日本版ガイドラインの策定
・データ収集とニューラルネットワークの学習
・マシンビジョンとWayfindrを連動できるアプリの開発
・マシンビジョンの距離情報の取得方法の基礎的検討

	【平成２９年度実施部分における研究開発課題の成果や評価結果について】

	6 研究開発の成果
	英国製のソフトウェアWayfindrに替えて、iOS及びAndroid用に自社でナビゲーションソフトを開発した。
マシンビジョンのためのデータ収集も行い、本補助事業開始当初６万程度であった画像データを４０万まで増やした。Android用ウェアラブルデバイスの試作も行い（iOS用は開発継続中）、ナビゲーションソフトとウェアラブルデバイスを使って視覚障碍者のナビゲーション及びマシンビジョンの実地実験を、東京メトロの模擬駅で４回、飯田橋駅で１回行い、実験の知見から駅構内における視覚障碍者のナビゲーションに対するガイドラインを策定した。３月３０日にも追加実験を予定してい
る。マシンビジョンによる距離情報の取得の検討も行い、マシンビジョンがステレオカメラやTOFセンサーと同様に、距離情報の取得手段として十分利用可能であることが確認できた。但し距離の精度にまだ問題があるため、次年度はこの距離情報の精度を上げるためのデータ収集とネットワークの学習を行う。また本年度のナビゲーションは、屋内ナビゲーションで最有力な技術とされているPDRとBLEビーコンのうち、BLEビーコンを利用したが、ナビゲーション精度が決して最善という訳ではないので、別の手段も再検討する。具体的にはQRコードを利用したナビゲーションの検証を予定している。既に基礎的な実験を行ったが、精度、コストともにビーコンより優位性がある可能性がある。

	7 研究成果の応用状況、利用状況
	東京メトロの模擬駅と飯田橋駅で合わせてこれまで6回実地実験を行い視覚障碍者の方に使って頂いた。引き続き実地実験を重ね、東京オリンピックまでの主要駅での導入を目指したい。

	⑨論文数
	0件
	⑩被引用論文数
	0件

	⑪特許申請件数（国内）
	0件
	⑫特許取得件数（国内）
	0件

	⑬特許申請件数（海外）
	0件
	⑭特許取得件数（海外）
	0件

	⑮受賞数（国内）
	0件
	⑯受賞数（海外）
	0件


